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中高齢者のゴルフプレー時における血圧及び∫が電図変化
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は  じ め に

近年、ゴルフは大衆化 され、多 くの愛好家 をも

ちいまやレクレーションナルスポーツとしての位

置を占めるに至っている。ことに、最近では健康

の維持や増進 といった意味をふくみ高齢者の愛好

家 も多 くなって きたことも実情である。 しかしな

がら、その体力医学的検索は未だ十分 とはいえな

い。 これまで、ゴルフに関す る体力医学的検討は、

塩田ら(1964)1)、 (1965)2)は 老人 ゴルフア

の心肺機能について、星川ら(1976)3)(1978チ)

は中高年ゴルフプレー時のエネルギー消費量など
について、またSkubic,Vら(1965)5)(1967ゞ)

は青年女子のゴルフプレー時の心拍数や酸素消費

量について報告 しているЭゴルフの血圧や心電図

変化に及ぼす影響については井関ら(1961)7)、

西村 ら(1978)8)ら の報告がある。 しか し高齢者

のゴル フプレー中のノ亡`機能に関す る報告は極めて

少な く西村 ら(1978)8)ら の報告があるにすぎな

い。そこで、著者 らは、中高齢者のゴルフプレー

中の心電図の変化ゃ血圧 に及ぼす影響について検

討 した。

研 究 方 法

1)被 検 者

被検者は72歳と80歳の高齢者 2名 と40歳台の者

2名 の計 4名 である。ゴルフ暦は短かい者で 7年 、

長い者で20年に至 っている。被検者の当日の体調

はsubj.Nがゃゃ風邪ぎみであった以外は、他は

すべて良好であった。またsubj`Yは高血圧であ

被検者の身体特性およびゴル フ歴は表 1に示

とうりである。

l 被験 者の体格、ゴルフ歴および運動実施
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2)ECGお よび血圧の測定法

測定当日の朝食前に安静脈拍数および血圧 (開

眼の安静時一以下A、 閉眼開国の安静時―以 下B、

深呼吸10回後の血圧一以 下C、 膝屈伸20回後の血

圧一以 下D、の4種 )を測定し、次いで、ECG浜 1定の

た朔 極を被検者の胸部(標準肢誘導第 2誘 導に

相当 )に装着 し、安静時 ECGを 記録 した。プレ

ー中の ECGの 浜1定は検者がプ レーヤーに随伴 し、

プレー終了 まで継続 して測定を実施 した。測定時

間は、 Shot、 およびPuttな どの一連続動作に

ついては、プレーの前後30-60 sec。 間測定 した

一表
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が、その他の動作については随意とした。また、

ハーフおよび1ラ ウンド終了後に血圧を測定した。

なおECGの 測定は三栄浪1器社製のハートテレメ

ターと渡辺測器製のレコーダーを使用した。

3)測 定時の環境条件

測定はすべて、OutcOurseか ら開始した。第

1日 目 (高齢者 2名 )は曇 り、気温20度C、 湿度

70%、 午前 8時 に第 1ホ ールをスター トした。そ

の後、徐々に天候が崩れ、 incourseの 中ごろ

(14、 Or15ホ ール )か ら風雨がやや強 くなり、

気温が17度Cま で低下した。第 2日 目は (壮年者

2名 )は スタート時 (気温20度C)か ら雨で、途

中から激 しくなり、気温は 17.5度 まで低下した。

演1定期日は 8月、場所は菅平国際カン トリークラ

ブであった。

結 果 並 び に 考 察

A)プ レー中の心拍数およびECGの 変化につ

いて

図 1は各種プレー動作別にみた心拍数の水準を、

図 2～ 5は プレー中の心拍数および ECGの

STdepressionの 変化を示したものである。全

体的にみれば、すべての被検者でプレー中の心拍

数は 140拍 /分 をこえることは少なかった。動

11:写1にみた心拍数は、S hOtではS tlbj.Yでは
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図 2 プレー中の心拍数およびST低 下の変動 (Subj.N42歳 )
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図3 プレー中の心拍数ならびにST低 下の変動 (Subje S45歳 )

り関連性をもっているのが伺われた。また、心拍

数水準の差は日常の身体運動の実施状態 とも関連

しているように思われた。

ゴルフブレー中の心拍数水準は、年齢やプレー

の方法によって異なるが、概して高い水準ではな

い。星川ぎは3o歳台の男性で18ホールマッチ時の

平均心拍数は前半で 118-125拍 /分 、後半で

117-118拍 /分 であったと報告 しており、また、

Skubi∫ キJ矢学生で 100拍 /分 前後の心拍数で

あると報告している。

プレー中のECGに みる心虚血反応 (STjullc―

tiOnか ら0.08sec後 のSTseg.低 下)は高年

者 2名に観察され、壮年者 2名ではほとんど認め

られなかった。

Subj.Y(80歳 )ではスタート初期ではほとん

ど観察 されなかったが、Uphillが 多かった 3-

7ホ ールで lm-3mの STdepressionを 観察

した。その後、まったく出現 しなかったが、風雨

にな った 14ホールの後半からfinalま での間

に再びSTが 降下し、最大 4mと 著しく降下した

時もあり、全体的にその降下は4-8ホ ールのそ

れよりも大であった。Subj.Mは 全コースを通

して降下が観察 され、前半で最高 6m、 後半で 7

mと いう著しいSTの 降下が観察 された。 全体的
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図5 プレー中の心拍数ならびにST低 下の変動(Subjo M72歳 )
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にみると、前半の降下はuphillの 連続が、後半

のそれはコースとしてはむしろdOwnhillで あっ

たことか らSubj.Yと 同様に風雨による気温低

下が原因であると考えられる。

図6は 高齢者 2名の各種プレー動作とST降 下

の程度との関係を示したものである。 S hotおよ

びPuttは 他の動作に比してST降 下は大であっ

たが、一般に言われるような、Putt>Shotと

いう傾向は明 らかでない。これはプレーの内容に

もよると考ぇられるので、少なくとも、今回のプ

レーの内容では差が見られなかったと考えたほう

がよい。

Shot     Pu tt     other

iSツV tt15rl鴎de
図6 プレー動作別 ST低 下の変化 (高齢者 2名 )

西村どは11名(平均85歳 )の高齢者の0.5-lR

のゴルフプレー時で全例に心電図の悪化を認めず、

かえって下肢筋力の改善が認められたという。し

かし、プレー時の環境条件や活動水準によって異

なってくるものと考えられる。今回の被検者につ

いてプレー中の平均心拍数水準から相対的運動強

度を算出してみると、高齢者 2名では70%以上の

体力動員率であると推察 される。一方、壮年者 2

名では30-50%と かな り低い動員率である。とく

に、Subjo Nで はShot時 で30%、 Putt時 で20

%の 動員率に過ぎない。したがって、高年者2名

は中年者 2名 に比して強い身体的負担 となってい

ると考えられる。一般に、 ST降 下の程度は心拍

数水準 との間に有意な相関関係があるので、年齢

差からくる心血管の器質的変化も当然考慮される

べきではあるが、高年者 と壮年者との虚血反応の

差はチ軍力重力員率の差が第 1の原因と考えられる。

これに力Eえて、風雨による影響がかなり重要な因

子となったものと考えられた。

金ヽID結 果において、高年者のST降 下の程度
11)

が従来の穀告に比べて、著しく大であったことは

注目さ11■|キればならない。 しかし、プレー中に

おいて,ま、費痛などの自覚症状は全く訴えなかっ

た。こしLこ とは、著者らが報告 した中高年アイス

ホッケイ~・レー十一のプレー中のECG変 化を観
1つヽ

観した票こ事賓と顛似した結果であった。すなわ

ち、早朝、力をし・は要夜に近い時間帯で、しか も

室温が7-8責 C二 .メ ｀
レクの中で 2-3分 で

170-180拍 ′■まで二=モ711上昇するAnaerobic

Exerciseで ST軽 下■13珈 理て0「:がしばしば

観察 されたが、プレーニー|三Fら Ⅲ書などの自覚

症状 もなくブレーが遂行ぎ了~て。`■事実を観察し

ている。これらのモ■1ま、一曖に、sT降 下の程

度と冠不全の関■11疫亨FTIこ認められぞ|えるもの

の、完全なもので,まなく、特に運動時のST降 下

のCriteriaに つt て`,まさらに検討すべき余地が

残されていることを示している。 しかしながら、

今回の浜1定が遠中か ら降雨による悪条件が加わっ

たことや、ECGの 測定法が胸部一誘導であった

ことも考言しなければならないので今後更に追試

されることが望まれる。

B)プ レー前後の血圧の変化

表 2は プレー前後の血圧の変化を示したもので

ある。安静時の変化は平均値でみると、プレー前

では収縮期血圧 154.5±25.84と 拡張期血圧 90.0

±3.29 mHgか ら、ハーフ終了後ではそれぞれ、

134.7±19。43と 86.7± 5。o3mHgへ やや低下
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表 2 プレー前後の血屋1の変化
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190-86

158-82
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150-90(48)

(  )hise rate

を示 したが、1ラウンド終 了時ではそれぞれ 138.0

± 12.75と 93.5± 8.o6御 Hgへ とわずか に上 昇

を示 した。 Subio Nを 除 く3名 は、スター ト前繭

や高い水準にあったが、プレーによって収縮期血

圧は降下 し、拡張期血圧はやや上昇を示した。一

方、Subj.Nは 逆でプレーによってむ しろ拡張

期血圧は低 下した。この反応は長時間歩行などの

際に観察 される一般的な血圧の変化である。

中高年高■Ll王者の歩行に伴 う血圧の変花ち みる

と、歩行に伴って血圧は降 ドするが ,その際、明 ら

かに拡張期血圧が降 卜する。これは歩行による呼

吸運動の促進や 下肢筋群によるpumping action

によって v enous returnが 促進された結果によ

るものと理解 される。 したがって、ゴルフプレー

の場合 も今回の歩数計による歩数では 1ラ ウンド

14000-15000歩 を要 していることか ら血圧

の降下が予想 された。 しかし、風雨による気温低

下という状況が途中か ら起 こり、血圧は一定の結

果が示 されなかった。 しかしながら、プレー前に

収縮期血圧が高かった 3名 が降 下を示したことは、

プレー前の緊張状態があったとして もプレーがむ

しろ精神的緊張 を除 く効果があった もの と考えて

よい。高血圧であった Sllbjo Y(190/86鰍 Hg)

は第 2日 目の血圧が第 1日 目のプレースター ト前

のI輔玉値に戻ることがな力ゝったこと(168′/90mHg)

又、深呼吸10回後の血圧 (C:144/76御 Hg)が 、

第 1日 目のプレー後のJIL「II値に近かったことなど

を考えると、プレーが血圧の安定によい効果を与

えたものと考 えられる。 3名 についてプレー後の

拡張期血圧の上昇は、恐 らく雨による気温低 下の

影響によるものと考 えられる。

井関 ごキよ36ホール前後の血圧については、収縮

期血圧 は上昇 15.2%~解 肇40.7%、 不変 44。1%

でゃや低 ド傾向、拡張期血圧 は上昇 28.ηら、下降

17.0%、 不変 54.3%で 変動は様々でぁったと報

告 している。

総   括

“

才台 2名 と70-鉤 才台 2名 、計 4名 の中高年

者を対象にゴルフプレー時の心電図変化 とプレー

前後の血圧の変化について検討 した。結果は次の

とうりである。

1)プ レー中の動作別の心拍数は、 S hotでは

40才台では平均 104.3±6.49拍 /分 か ら121.6

± 10.92拍 /分 、70-80才台では 121.2± 5.79

拍/分 から128.1±7.25拍 /分 で、 Puttで はそ

れぞれ 93,4±6.82/分 から110.0±11.48拍 /

分、 115。1± 3.55拍 /分 から、 121.3±6.62拍

/分 であった。その他の動作では、 (ShOtお よ

びPllt tに影響 されない状態 )プ レー中の立体状

態ではE1685-90拍/分 であり、UphiHの Walking

では80才のbllでは 125拍 /分 迄上昇した。また、

風雨時のボール捜 しでは高年者 2名 では 120拍 /

分前後の心拍数 を記録 した。

2)プ レー中の心筋虚血反応 (ST降 下 )は 70

-80才 台の高年者 2名 に観察 されたが40才台の壮

年者 2名 ではほとん ど観察 されなかった。

動作別にみると、ST降 下はUphiHの Wa lkillg

や S hOtおよびPutt時 に多 く、観察 されたが、

それは風雨によって増強 された。

3)プ レー前後の血圧は、プレー前では収縮期

血圧、平均 154.5±25。84、 拡張期血圧 90.0士

158-100

12r._80

i24-78

150_9/.(72

148_92

138-88

168-30

123-98

126-100

l10-88

i36-34

138-100 (84

1/.2-100

136-88

146-96

130-82

130-82

124-76

148-76
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3.29御 Hgか ら、ハーフ終了後ではそれぞオ1、

134.7± 19.43と 86.7± 5.03御Hgへ やや低 下

を示 ヒノたが、 1ラ ウド終了時ではそれ́ぞオ1/、1380

± 12.75と 93.5± 8.o6御Hgへ とわずかに_11)|

を示 した。
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